
　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
新
し
い
行
政
経
営
の
動
き

を
ど
う
生
か
す
べ
き
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
業
績
評

価
の
活
用
や
経
営
品
質
の
向
上
の
あ
り
方
な
ど
を
検

討
し
て
き
た
。
今
回
は
、
公
会
計
制
度
を
改
善
す
る

取
り
組
み
と
し
て
「
企
業
会
計
的
手
法
」
を
導
入
す

る
意
義
を
検
討
し
て
み
た
い
。

■
公
会
計
の
何
が
問
題
か

　

わ
が
国
の
財
政
制
度
で
は
、
年
度
ご
と
に
予
算
を

編
成
し
執
行
す
る
と
い
う
「
単
年
度
予
算
主
義
」
が

採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
会
計
で
は
、「
歳

入
歳
出
決
算
書
」
の
作
成
が
中
心
と
な
る
が
、
こ
れ

は
、
他
の
帳
簿
と
関
連
が
な
い
「
単
式
簿
記
」
で
あ

り
、
現
金
収
支
の
時
点
で
認
識
す
る
「
現
金
主
義
会

計
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
会

計
で
は
、
取
引
を
二
面
的
に
記
帳
す
る
「
複
式
簿
記
」

を
採
り
、
経
済
価
値
が
増
減
す
る
時
点
で
認
識
す
る

「
発
生
主
義
会
計
」に
基
づ
い
て
い
る
。
政
府
の
会
計

は
、
利
潤
追
求
を
目
的
と
す
る
企
業
の
会
計
と
は
当

然
、
性
格
を
異
に
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
記
帳

形
式
や
認
識
基
準
の
違
い
は
、
計
算
構
造
的
に
み
て

も
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。

　

第
一
に
、政
府
会
計
は
複
式
簿
記
で
は
な
い
た
め
、

財
務
情
報
の
正
確
さ
を
自
動
的
に
検
証
し
た
り
、
財

産
の
管
理
保
全
と
収
支
を
会
計
的
に
リ
ン
ク
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
第
二
に
、
政
府
会
計
で
は
現
金

主
義
な
ら
び
に
単
年
度
主
義
を
と
る
た
め
、
歳
入
歳

出
に
つ
い
て
期
間
配
分
を
行
っ
て
い
な
い
。第
三
に
、

政
府
会
計
で
は
固
定
資
産
を
簿
外
と
し
金
額
表
示
し

な
い
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い
て
物
理
的
な
管

理
と
財
務
的
な
会
計
シ
ス
テ
ム
と
は
連
動
し
て
い
な

い
。
第
四
に
、
政
府
会
計
で
は
投
資
的
支
出
と
経
常

的
支
出
の
区
別
が
な
い
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関

し
て
も
新
規
整
備
に
係
る
費
用
な
の
か
、
維
持
更
新

に
係
る
費
用
な
の
か
が
判
別
で
き
な
い
。

■
企
業
会
計
的
手
法
は
ま
ち
ま
ち

　
「
企
業
会
計
的
手
法
」
の
導
入
は
、
政
府
会
計
に
お

い
て
、
企
業
会
計
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

に
相
当
す
る
二
つ
の
計
算
書
を
作
成
し
、
ス
ト
ッ
ク

と
フ
ロ
ー
の
財
務
情
報
を
一
つ
の
機
構
の
中
に
統
合

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

わ
が
国
の
自
治
体
に
お
い
て
企
業
会
計
的
手
法
を

導
入
す
る
動
き
は
、
過
去
に
も
熊
本
県
な
ど
が
取
り

組
ん
で
い
た
が
、
本
格
化
し
た
の
は
一
九
九
七
年
の

地
方
自
治
法
改
正
で
外
部
監
査
が
制
度
化
さ
れ
て
か

ら
で
あ
る
。
都
道
府
県
で
は
三
重
県
、
宮
城
県
、
神

奈
川
県
な
ど
が
、
ま
た
市
町
村
で
は
藤
沢
市
、
臼
杵

市
な
ど
が
、
次
々
と
企
業
会
計
的
手
法
に
基
づ
く
財

務
諸
表
を
作
成
、
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
成
例
を
み
る
と
、
同
じ
企

業
会
計
的
手
法
と
は
い
っ
て
も
、
財
務
諸
表
の
作
成

基
準
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
財
務
諸
表
の
種
類
、

貸
借
対
照
表
の
配
列
、
固
定
資
産
の
範
囲
、
減
価
償

却
の
有
無
、
固
定
負
債
の
範
囲
な
ど
は
自
治
体
ご
と

に
異
な
り
、
各
自
治
体
の
財
務
諸
表
を
単
純
に
比
較

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
治

省
で
は
「
地
方
公
共
団
体
の
総
合
的
な
財
務
分
析
に

関
す
る
調
査
報
告
書
」
を
と
り
ま
と
め
、
一
般
的
な

作
成
基
準
を
示
し
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
財
務
諸
表
を
作
成
す
る
か
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
財
務
諸
表
を
作
成
す
る
こ
と
で
何
を
明

ら
か
に
し
た
い
の
か
に
よ
る
。
企
業
会
計
的
手
法
を

導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
財
務
諸
表
の
作
成

目
的
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

企
業
会
計
的
手
法
の
導
入
自
体
が
目
的
で
は
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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■
説
明
責
任
の
た
め
か
、意
思
決
定
の
た
め
か

　

日
本
公
認
会
計
士
協
会
の「
公
会
計
原
則（
試
案
）」

は
、
公
的
部
門
の
財
務
報
告
の
目
的
と
し
て
二
つ
を

あ
げ
て
い
る
。
一
つ
は
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の

遂
行
状
況
の
評
価
に
資
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
、
合
理
的
な
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
に
資
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
の
目
的
を
重
視
す
る
か

に
よ
っ
て
、
重
視
す
る
財
務
情
報
、
資
産
評
価
の
方

法
、
資
本
費
用
の
計
上
、
予
算
シ
ス
テ
ム
と
の
統
合

な
ど
、
会
計
制
度
の
具
体
的
な
仕
組
み
も
左
右
さ
れ

て
く
る
。

　
「
外
部
に
対
す
る
説
明
責
任
」に
役
立
て
る
と
い
う

点
を
重
視
す
る
と
、
住
民
に
と
っ
て
主
な
関
心
は
自

分
の
負
担
の
状
況
で
あ
る
か
ら
、
財
務
諸
表
で
は
負

債
や
収
入
に
関
す
る
情
報
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、

資
産
は
過
去
や
将
来
の
世
代
の
負
担
と
対
応
さ
せ
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
固
定
資
産
は
歴
史
的
原
価
で
評

価
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
説
明
責
任
と
い
う

観
点
か
ら
は
広
く
財
務
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
特
別
会
計
や
公
企

業
会
計
と
の
連
結
財
務
諸
表
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
内
部
に
お
け
る
意
思
決
定
」
に

役
立
て
る
と
い
う
点
を
重
視
す
る
と
、
管
理
者
に

と
っ
て
主
な
関
心
は
現
在
の
コ
ス
ト
の
状
況
で
あ
る

か
ら
、
財
務
諸
表
で
は
資
産
や
支
出
に
関
す
る
情
報

が
重
要
と
な
る
。
固
定
資
産
は
す
べ
て
計
上
し
、
し

か
も
時
価
で
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本
調

達
に
要
す
る
機
会
費
用
（
資
本
費
用
）
も
計
上
す
る

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
意
思
決
定
と
い
う
観
点
か

ら
は
予
算
編
成
と
も
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
コ
ス
ト
を
詳
細
に
把
握
す
る
た
め
に
、
組
織
別

や
事
務
事
業
別
の
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
へ
と
発
展
さ

せ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
く
る
（
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
、
新
潟
大
学
の
大
住
教
授
は
、
米
国
型
と
英
国

型
の
比
較
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
図
表
及
び
後
掲
文

献
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

■
本
格
的
な
財
務
デ
ー
タ
の
整
備
を

　

で
は
、
企
業
会
計
的
手
法
の
導
入
目
的
を
い
ず
れ

に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
そ

の
目
的
を
説
明
責
任
と
と
ら
え
て
い
た
。
数
年
前
に

建
設
省
内
の
研
究
会
で
は
じ
め
て
こ
の
テ
ー
マ
に
取

り
組
ん
だ
と
き
、
企
業
会
計
的
手
法
に
よ
る
財
務
諸

表
を
作
成
し
て
も
、
行
政
評
価
の
ツ
ー
ル
と
し
て
過

大
な
期
待
は
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
っ

た
。最
も
肝
心
な
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
、

意
思
決
定
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
に
限
界
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
道
路
台
帳
等
で
は
金
額
が
把

握
で
き
な
い
。
決
算
統
計
で
は
個
別
資
産
ご
と
や
資

産
形
態
別
の
金
額
が
把
握
で
き
な
い
。
契
約
書
等
か

ら
取
得
原
価
を
把
握
し
よ
う
に
も
文
書
が
保
管
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
し
て
時
価
で
評
価
す
る
と
な
る
と
、

多
大
な
作
業
負
担
が
か
か
る
。
現
状
の
デ
ー
タ
を
前

提
と
す
る
限
り
、
お
よ
そ
適
正
な
資
産
管
理
を
行
う

の
に
必
要
な
情
報
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
企
業

会
計
的
手
法
の
意
義
は
、
説
明
責
任
に
求
め
、
意
思

決
定
に
は
、
他
の
行
政
評
価
の
ツ
ー
ル
を
併
用
し
た

方
が
よ
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
ざ
実
際
に
取
り
組
む
と
な
る
と
、
意

思
決
定
に
利
用
で
き
る
な
ど
管
理
者
に
と
っ
て
有
用

性
を
確
認
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
導

入
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
説
明

責
任
と
い
っ
て
も
、
ど
こ
ま
で
財
務
情
報
を
開
示
す

れ
ば
説
明
責
任
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
明
確

に
は
答
え
ら
れ
な
い
。
や
は
り
意
思
決
定
と
い
う
こ

と
を
志
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
を
改
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

意
思
決
定
に
利
用
す
る
と
な
る
と
、
現
状
の
デ
ー

タ
は
前
提
に
で
き
な
い
。
い
わ
ば
代
用
に
す
ぎ
な
い

決
算
統
計
に
よ
る
財
務
諸
表
の
作
成
を
改
め
、
適
正

な
資
産
管
理
に
活
用
で
き
る
だ
け
の
本
格
的
な
固
定

資
産
台
帳
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と

い
え
よ
う
。

（
参
考
文
献
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性
」『
経
済
セ
ミ

ナ
ー
』
二
〇
〇
〇
年
十
月
号
、
七
五
―
八
三
頁
。

35

（図表）米国型と英国型

（出典）大住荘四郎「入門パブリックマネジメント・公会計改革の方向性」

英国型米国型
内部管理重視
（業績測定および改善）

外部マネジメント重視
（財務状況の開示）公会計改革の目的

①当期の行政コストの明確化・厳格化
②コストの官民・官官比較

①公共部門の維持可能性
②国民負担との関係を明示具体的視点

資産・支出側；当期の費用情報負債・収入側；時系列情報重視する情報
原則としてすべての固定資産を計上一部の固定資産を計上せず固定資産の範囲
原則として再調達価額取得原価（歴史的原価）固定資産の評価
計上（公定歩合相当6％）計上せずキャピタルチャージ
統合により、予算への直接リンクを
図る

統合せず、間接的なリンクにと
どめる予算との統合

ＰＭのサブシステムとして、行政評
価の一部を担う行政評価のフレームは別途整備ＰＭとの関連

省庁の目的・目標で把握政策カテゴリーごと
プログラム・プロジェクト単位コスト管理

企業会計の慣行に準拠公共部門の特殊性に配慮会計規則の考え
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